
 

 

総  務  文  教  委 員 会 
 

      令和 2 年 11 月 4 日（水） 

     10 時 00 分～ 時  分 

     第 4 委 員 会 室 

 

【委 員】 西村委員長、芦谷副委員長 

       三浦委員、西川委員、上野委員、永見委員、西田委員、牛尾委員 

【委員外】 

【議長団】 

【総務文教委員会 所管管理職】 

 （総 務 部）  坂田総務部長、佐々木総務課長、湯浅行財政改革推進課長 

 （地域政策部）岡田地域政策部長、邉地域政策部副部長（まちづくり推進課長）、 

               川合定住関係人口推進課長 

 （三隅支所） 田城支所長、小松防災自治課長 

 （教育委員会）石本教育長、河上教育部長、村木生涯学習課長、濱見文化振興課長 

【事務局】 下間書記  

 

【議 題】 

  1  執行部報告事項 

 （1）特別定額給付金の申請・給付状況について                 【行財政改革推進課】 

 （2）特定地域づくり事業協同組合の設立について               【定住関係人口推進課】 

 （3）令和2年度浜田市市民憲章推進大会の開催について             【まちづくり推進課】 

 （4）ＪＲ浜田駅みどりの窓口の廃止及び下府駅ホーム待合所の撤去について    【まちづくり推進課】 

 （5）三隅支所集会室（3階）の空調機器更新について              【三隅支所防災自治課】 

 （6）サン・ビレッジ浜田アイススケート場の開館日変更について            【生涯学習課】 

 （7）2021年 東京2020オリンピック聖火リレーについて                【生涯学習課】 

 （8）三浦龍司選手 応援パブリックビューイング実施について                        【生涯学習課】 

 （9）浜田市立旭図書館の移転スケジュールについて                  【生涯学習課】 

 （10）歴史文化保存展示施設専門検討委員会の検討状況について             【文化振興課】 

 （11）その他 

 

 2  その他 

 

 3 【取組課題】こどもの可能性を育む幼児教育について（委員のみ） 

  ・ヒアリング結果による課題ついて 

 

 

 

 

 



 

特別定額給付金の申請・給付状況について 

1  特別定額給付金申請状況について 

 ⑴ 申請受付期間  令和 2 年 5 月 11 日（月）～ 令和 2 年 8 月 10 日（月・祝日） 

 ⑵ 対象世帯数                26,169 世帯（52,994 人） 

 ⑶ 申請状況 

  ア 申請世帯数               26,111 世帯（99.8%） 

  イ 申請方式の別 

   (ア) 郵送方式              25,750 世帯（98.4%） 

   (イ) オンライン方式              361 世帯（ 1.4%） 

 

2  特別定額給付金給付状況について 

 ⑴ 申請世帯数                26,111 世帯（52,935 人） 

 ⑵ 給付世帯                 26,097 世帯（52,912 人） 

  (ア) 口座振込               26,040 世帯（52,855 人） 

  (イ) 現金・現金書留              57 世帯（   57 人） 

⑶ 未給付世帯                  14 世帯（    19 人） 

  (ア) 却下                    1 世帯（     1 人） 

  (イ) 全部辞退                 13 世帯（    18 人） 

    ※一部辞退の世帯数は 3 世帯、その世帯の辞退者数は 4 人） 

⑷ 特別定額給付金給付額         52 億 9,120 万円 

 

3  特別定額給付金の申請から給付までの主な経過について 

日にち 内容 

令和 2年 4月 27日（月） 特別定額給付金室設置 

令和 2年 5月 9日（土） 申請書封入作業 

令和 2年 5月 11日（月） 申請書発送 

令和 2年 5月 11日（月） 郵送申請受付開始（※オンライン申請は 5 月 12 日開始） 

令和 2年 5月 11日（月） 

～令和 2年 5月 22日（金） 
特別定額給付金相談窓口設置 

令和 2年 5月 19日（火） 

口座振込（初回） 

5月、6月の口座振込は、毎週 2回（火曜日、木曜日） 

7月以降の口座振込は、毎週 1回（木曜日） 

令和 2年 6月 29日（月） 未申請世帯あて申請書発送（申請勧奨 1 回目） 

令和 2年 7月 22日（水） 未申請世帯あて申請書発送（申請勧奨 2 回目） 

令和 2年 8月 3日（月） 未申請世帯あて申請書発送（申請勧奨 3 回目） 

令和 2年 8月 10日（月･祝日） 申請受付終了 

令和 2年 8月 20日（木） 口座振込（最終） 

令和 2年 9月 24日（木） 現金給付（最終） 

 

令和 2 年 1 1 月 4 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

総 務 部 防 災 安 全 課 

（特別定額給付金室） 



 

特定地域づくり事業協同組合の設立について 

 

1 設立目的 

地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事業の推進に関する法

律（人口急減地域特定地域づくり推進法 令和 2 年 6 月施行）に基づく人材

派遣事業により、地域社会及び地域経済の担い手確保の取組を推進し、地域

社会の維持及び地域経済の活性化に寄与する。 

  

2 団体概要 

  名 称：協同組合 Biz.Coop.はまだ 

  代表者：代表理事 櫨山 陽介 

  所在地：浜田市新町 62 番地（旧日本海信用金庫新町支店 2 階） 

  組合員：一般社団法人石見音楽文化振興会、社会福祉法人誠和会、 

社会福祉法人日脚保育園、株式会社サンフラワーズ（4 事業者）  

  設 立：令和 2 年 12 月予定 

      （令和 3 年 4 月派遣事業開始予定） 

 

3 事業概要 

 島根県知事から特定地域づくり事業の認定を受け、地域外の人材を雇い

入れ、組合員である事業所等への人材派遣を行う。 

  初年度である令和 3 年度は、県外の音楽大学卒業生 3 名を雇用。派遣

先の放課後児童クラブ、認定こども園、障がい児デイサービスで指導員を

補助しながら、音楽を取り入れた活動を実施いただく予定。今後、雇用者

数を増やすとともに、市内の他産業・事業所へ派遣先を広げ、市内企業に

おける人手不足の緩和を図る。 

  また、採用する派遣社員には研修受講等のスキルアップ機会を提供し、

派遣先事業所や他の市内企業等への就職と定住を目指す。 

 

4 財政支援制度 

  (1) 特定地域づくり事業協同組合設立支援交付金（島根県） 

   組合設立に係る初期経費の支援 補助率 10/10 上限 200 万円 

  (2)（仮称）特定地域づくり事業協同組合支援補助金（市・国） 

   ・事業費補助  派遣社員人件費の 1/2 以下 上限 200 万円/人 

   ・運営費補助  組合運営費の 1/2 以下   上限 300 万円 

   ※補助金額全額を市が支出し、その 1/2 を国交付金、1/4 を特別交付税で措置 

令 和 2 年 1 1 月 4 日 

議会総務文教委員会資料 

地域政策部定住関係人口推進課 





 

 

「令和 2 年度浜田市市民憲章推進大会」の開催について 

 

「令和 2 年度浜田市市民憲章推進大会」を次のとおり開催します。 

大会では、市民憲章の理念に基づく地域活動などに顕著な功績のあった 16 名

（個人 11 名、5 団体）を表彰するほか、記念事業として島根県立大学しまね地域

研究センター客員研究員の長畑 実 氏にご講演いただきます。 

 

1 日時 
令和 2 年 11 月 8 日（日）  

午後 1 時 30 分～午後 3 時 20 分（予定） 

2 会場 いわみーる 体育室 

3 内容 

① 市民憲章表彰式 

被表彰者 16 名（個人 11 名、5 団体） 

※裏面参照 

② 記念事業 

〔講師〕島根県立大学しまね地域研究センター 

客員研究員 長畑 実 氏 

〔演題〕市民参画と協働のまちづくり（仮） 

4 主催 浜田市市民憲章推進協議会 

 

（裏面あり） 

令 和 2 年 1 1 月 4 日 
総 務 文 教 委 員 会 資 料 
地域政策部まちづくり推進課 



〔個人〕 （50音順、敬称略）

№ 氏　名 表 彰 理 由 住 所

お が わ ひ ろ み

小 川 博 美

き た む ら さ と し

北 村 悟

こ や ま ひ ろ し

小 山 宏

さ さ き つ ね お

佐 々 木 恒 夫

さ さ き ま さ か ず

佐 々 木 正 和

し も お か や す ゆ き

下 岡 安 之

た け う ち せ い こ う

竹 内 清 光

た け う ち れ い こ

竹 内 礼 子

た な か え つ こ

田 中 悦 子

よ こ た に た い

横 谷 泰

わ た な べ て つ ひ こ

渡 邉 哲 彦

〔団体〕 （50音順）

№ 団 体 名 表 彰 理 由 住 所

お ぐ に こ う れ い し ゃ く ら ぶ

（ け ん せ い か い ）

小 国 高 齢 者 ク ラ ブ
（ 健 生 会 ）

こ え の い ず み

声 の 泉

すうじ・おおだにおがさわらりゅう

た ば や し ほ ぞ ん か い

周布地・大谷小笠原流
田 ば や し 保 存 会

て ん と う む し

点 読 虫

ろうど くほ う しのかい ともしび

朗読奉仕の会 ともしび16
多数の図書及び広報の朗読及び音訳に尽力され、視覚障がい者の読
書や地域の情報収集に大きく寄与した。

野原町

三隅町
井野

15
多数の図書の点訳に尽力され、視覚障がい者の読書や地域の情報収
集に大きく寄与した。

野原町

14

地域芸能の継承に尽力されるとともに、周布地自治会、大谷自治会
の相互の地域コミュニティをつなぐ活動として明るく豊かなまちづ
くりに大きく寄与した。

令和2年度　浜田市市民憲章表彰被表彰者一覧表

地域内の環境整備として草刈り等の奉仕活動を定期的に行われた。
また、耕作放棄地を「ミニ桜公園」として整備し、地域の憩いの場
づくりに尽力され、明るく豊かなまちづくりに大きく寄与した。

周布地区の福祉活動に深く関わるとともに、7年間周布公民館の公
民館運営推進員を務め、公民館発展に尽力され、明るく豊かなまち
づくりに大きく寄与した。

魚釣りを通じて命の大切さや海の環境保全に関する指導を行われ、
地域ぐるみで子どもを育てるふるさと教育に大きく寄与した。

浜田市陸上競技協会審判員として、地域スポーツを通して子どもを
大切にした明るい社会づくり及び地域の子どもたちの健全な育成に
大きく寄与した。

全国豊かな海づくり大会をサポートする市民1,000人の会のメン
バーとして、清掃ボランティアに毎月参加され、明るく豊かなまち
づくりに大きく寄与した。

国府地区連合自治会、浜田市連合自治協議会等の会長を務められ、
地域活動や青少年の健全育成などに大きく寄与した。

長沢剣道スポーツ少年団の指導に携わり、奉仕活動など地域に根差
した様々な活動を通じて子どもたちの健全育成に尽力され、明るく
豊かなまちづくりに大きく寄与した。

杉戸町

3

西村町

2

1

笠柄町

5

三隅町
岡見

4

上府町

11 長沢町

12
金城町
小国

6

地域安全推進委員の会長を務められるとともに、三隅小子供見守り
隊を結成し、隊長として地域の安全安心づくりや共育活動に大きく
寄与した。

三隅町
古市場

10

全国豊かな海づくり大会をサポートする市民1,000人の会のメン
バーとして、清掃ボランティアに毎月参加され、明るく豊かなまち
づくりに大きく寄与した。

金城町
下来原

13
視覚障がい者の社会参加促進や情報保証、音訳ボランティア活動に
取り組まれ、身体障がい者福祉の向上に大きく寄与した。

紺屋町

Ｕターンする以前から休日等を利用し、夫婦で棚田保全と作付けを
行われている。通称「森田屋の棚田」といわれる平衡階段状の素晴
らしい棚田群の景観保全に大きく寄与した。

旭町
来尾

9

小学校及び中学校の平和学習において被爆体験の語り部として活動
され、平和の大切さを若い世代へ語り継ぎ、子どもたちの健全な育
成に大きく寄与した。

杉戸町

7

8

 

〔合計 16 名〕 （個人 11 名、団体 5 団体） 



 

ＪＲ浜田駅みどりの窓口の廃止及び下府駅ホーム待合所の撤去について 

 

（1）浜田駅みどりの窓口の廃止について 

 12 月 14 日（月）から、浜田駅に「みどりの券売機プラス」が設置されます。 

 これにより、「みどりの窓口」は 12 月 13 日（日）をもって廃止されます。 

 【現行】12 月 13 日（日）まで 12 月 14 日（月）以降 

設置イメージ 

  

改札対応時間 5：50 ～ 19：30 5：50 ～ 19：30 

みどりの窓口 

営業時間 
5：50 ～ 19：30 

廃止 

（ただし、上記時間は駅係員が対応） 

みどりの券売機 

プラス稼働時間 
― 

5：00 ～ 22：00 

※オペレーター対応時間 

5：30 ～ 22：00 

 

（2）下府駅ホーム待合所の撤去について 

 ＪＲ西日本の「駅設備のシンプル化構想」の一環として、下府駅のホーム待合所が

撤去されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・工事期間  令和 3 年 1 月～3 月末（詳細未定） 

 ・撤去後の新たな待合所の設置は、今後の利用状況を踏まえて検討される予定。 

撤去 

撤去 

駅舎 

浜田方面→ 

←江津方面 

令 和 2 年 1 1 月 4 日 
総 務 文 教 委 員 会 資 料 
地域政策部まちづくり推進課 



 

三隅支所 集会室（3階）の空調機器更新について 

  三隅支所の集会室は、広さおよそ 190㎡で支所内では 1番広い会議室であり、

このため、災害時の避難所、また、説明会や地域協議会をはじめ住民との各種

会議室として使用しています。この度空調機器が故障し特に冬季・夏季時期の

使用に支障をきたすことから、避難者・来庁者の利便性を確保するため、緊急

的に空調機器の更新を行うものです。 

（1）経過 

令和 2 年 8 月末、集会室の空調機器が故障し使用できない状況となり 

ました。 

12月補正予算での対応も検討しましたが、工期等に時間を要することか

ら、「庁舎等改修事業」の入札残を活用し、早急に更新を行うものです。 

 

令和 2 年 11 月 4 日 
総務文教委員会資料 

三隅支所防災自治課 



  



令和 2 年 11 月 4 日 

総務文教委員会資料 

教育委員会生涯学習課 

 

サン・ビレッジ浜田アイススケート場の開館日変更について 

 

 

１ 開 館 日 

条例上の 10 月 10 日（土）から 11 月 21 日(土)に変更 

 

２ 理  由 

サン・ビレッジ浜田の指定管理者である、北陽ビル管理株式会社から、外気温の高い

10 月を避けることにより、冷凍機への負担の軽減が図られることを理由に開館日の変

更要望があり、今回、教育委員会として承認しました。 

現在、サン・ビレッジ浜田には、2 基の冷凍機があり、外気温が高い時期に稼働させ

ることが故障の原因となるため、外気温の低い時期にオープンを遅らせることで機器

への負担を軽減し、スムーズな運営が見込まれるため。 

 

３ 周知方法 

・浜田市ホームページ掲載 

・サン・ビレッジ浜田ホームページ掲載 

・指定管理者からの利用団体への通知 

・市内、近隣の小中学校への案内 

・広報はまだ 11 月号掲載等 

 

 

 



 

 

 

「2021 年  東京 2020 オリンピック聖火リレー」について  

 

 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会より、大会

全体の簡素化が発表され、聖火リレーについては、下記のとおり公表

されましたので、報告します。  

 

記  

 

1 概要  

（ 1）令和 3 年 3 月 25 日 (木 )に福島県を出発  

（ 2）都道府県通過順は、従前スケジュールの 1 日前倒し（曜日同じ）  

 

2 簡素化内容  

（ 1）聖火リレー隊列のスリム化（車両数の一部削減）  

（ 2）業務運営内容の効率化（スタッフ数の見直し）  

（ 3）グランドスタート、セレブレーションの簡素化【浜田市該当なし】  

セレブレーション… 1 日の終わりに聖火の到着を祝って実施される  

セレモニー  

 

3 従前どおり見直しを行わない内容  

（ 1）聖火リレー実施日（ 121 日間）  

（ 2）セレブレーション実施回数（ 113 回）  

（ 3）走行ルート、聖火ランナー数、候補者  

 

4 浜田市における聖火リレー  

 
実施予定日  令和 3 年 5 月 15 日 (土 ) 午後  

コ ー ス

【変更なし】  

山陰浜田港公設市場前  から  

浜田市役所  まで（距離：約 3km）  

令 和 2 年 1 1 月 4 日  

総 務 文 教 委 員 会 資 料  

教育委 員会 生 涯学習 課  



 

三浦龍司選手 応援パブリックビューイング実施について 

 

○目 的 

 浜田市出身の陸上競技アスリートである三浦龍司選手が、東京 2020オリンピック

出場をかけて挑む日本選手権大会を、浜田市野球場に昨年度設置した電光掲示板(1 

画面フル LED 4.5ｍ×17.0ｍ)を使用して、パブリックビューイング形式で視聴し、

三浦選手が好成績を収められるよう、ふるさと浜田市から応援することを目的とす

る。 

 

 大会当日 NHKがライヴ放送するテレビ映像を、許可を得て、電光掲示板に映す。 

 

 

1  催 し 名  三浦龍司選手 応援パブリックビューイング 
       「めざせオリンピック！ふるさと浜田から追い風を送ろう！」 
 

2  開催日時  令和 2年 12月 4日（金）14時～16時（受付 13時 30分～） 
        ※競技時間は、8.内容(2)を参照 

          なお、大会会場は、雨天決行であるが、浜田市において、自 

         然災害の発生やその他の事態により、本会の運営継続が困難で 

あると主催者が判断した場合、催しの中止または内容を変更す 

る場合がある。 

3  会  場  浜田市野球場 (収容人員 4,000人) 
           [大会会場 「ヤンマースタジアム長居(大阪市)」] 
4  主  催  浜田市陸上競技協会 

5  共  催  浜田市体育協会、浜田市教育委員会 
6  協  力  石見ケーブルビジョン㈱ 

7  参 加 料  無料 

8  内  容   

 ⑴オープニングアクト 14時～ 

 「BUY浜田運動ダンス」 ちどり保育所園児 

⑵三浦選手応援企画   14時 30分～ 

・挨拶(10分)  ①主催者：浜田市陸上競技協会 山崎会長 

②浜田市長あいさつ 

・趣旨説明(10分) 

・教室の生徒から応援メッセージ(10分) 

・過去の映像視聴 ①2019年 日本選手権 3000ｍ障害決勝(10分) 

          ②2020年 ホクレンディスタンス 3000ｍ障害決勝(10分) 

・2020年 日本選手権 3000ｍ障害 ライヴ映像視聴(10 分) ※15：30～予定 

※大会要項では、競技時間の確定は、11月 20日となっている。 

   ・挨拶(5分) 

 

令 和 2 年 1 1 月 4 日 

総務文教委員会資料 

教育委員会生涯学習課

生  



 

 

 

 

浜田市立旭図書館の移転スケジュールについて 

 

浜田市立旭図書館が、現在の旭センター内から旭支所内に移転することに

ともない、次のとおり臨時休館し、令和 3 年 1 月 5 日（火）から開館する計

画です。 

 

1 臨時休館等期間（定期休館、年末年始休館含む。） 

  令和 2 年 12 月 7 日（月）～令和 3 年 1 月 4 日（月） 

   ・12 月 7 日（月） 定期休館日 

   ・12 月 8 日（火）～12 月 27 日（日） 臨時休館日 

   ・12 月 28 日（月） 定期休館日 

   ・12 月 29 日（火）～令和 3 年 1 月 3 日（日） 年末年始休館日 

   ・令和 3 年 1 月 4 日（月） 定期休館日 

 

2 移転後の開館日（予定） 

  令和 3 年 1 月 5 日（火） 

 

3 現図書館と移転後図書館の比較 

 現在の図書館 移転後の図書館 

場所 旭センター内 旭支所内 

所在 今市 633 番地 1 今市 637 番地 

面積 79.35 ㎡ 304.91 ㎡ 

開架図書数 約 18,700 冊 約 22,700 冊 

閉架図書数 約 2,200 冊 約 2,200 冊 

閲覧席 8 席 18 席 

子どもスペース 1.8ｍ×2.7ｍ（3 畳分） 3ｍ×8.5ｍ 

 

4 周知方法 

  ・図書館ホームページ 

  ・広報はまだ 12 月号掲載 

  ・図書館だより 

・館内での掲示 

・町内放送 

令和 2 年 11 月 4 日  

総務文教委員会資料  

教育委員会生涯学習課 



-1- 

 
歴史文化保存展示施設専門検討委員会の検討状況について  

 第３回                           
日時：令和 2 年 10 月 14 日(水) 午前 10 時～11 時 50 分 

場所：浜田公民館 1 階 研修室 

出席者：委員 12 人（テレビ会議使用） 

株式会社トータルメディア開発研究所 2 人 

（歴史文化保存展示施設整備計画等策定支援業務委託業者） 

報告： 

（1）歴史文化保存展示施設整備計画等策定支援業務委託業者について 

 株式会社トータルメディア開発研究所より、実績等の企業紹介 

（2）(仮称)浜田歴史資料館検討会の検討結果報告について 

 整備方針策定に至るまでの様々な選択肢や意見等の説明 

議題： 

（1）歴史文化保存展示施設と世界こども美術館創作活動館との 

在り方について 

 現在の各施設に対する考え方、複合施設としての在り方、組織体

制の素案等についての説明 

（2）次回専門検討委員会の進め方について 

 次回から各部会に分かれる予定であったが、議論の中で建物の形

等を固めたうえで、展示や活用の議論をするべきとの意見があっ

たため、次回も全体会を行う。 

（3）その他 

 第 4 回 専門検討委員会は、令和 2 年 11 月中に開催予定 

 

意見要旨：別紙のとおり 

  

令 和 2 年 11 月 4 日 

総 務 文 教 委 員 会 

教育委員会文化振興課 
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第３回 歴史文化保存展示施設専門検討委員会 意見要旨 

 

報告(1)「歴史文化保存展示施設整備計画等策定支援業務委託業者について」 

No. 内容 

意見・質問なし 

 

 

報告(2)「(仮称)浜田歴史資料館検討会の検討結果報告について」 

No. 内容 

1 質問 今後の検討会の進め方について、浜田郷土資料館の現地見

学等はあるのか。浜田郷土資料館の収蔵状況等を把握してい

ただいたうえで、議論が行われることが望ましいと考える。 

また、株式会社トータルメディア開発研究所(以下、トータ

ルメディア)の役割はどのようになるのか。 

回答 今後の進め方については、第 1 回目の資料において記載を

している。なお、次回の検討会の進め方については、今回議論

をお願いする。また、現地見学については、現時点では考えて

いない。本来であれば、先進地視察も考えていたが、コロナの

状況を見て、保留をしている状況にある。 

トータルメディアの検討会における役割は、全国的・専門的

な見地より資料作成や情報提供などで支援をしていただくこ

とになる。 

2 質問 施設は博物館施設とするか、または博物館相当施設とする

のかの考えはあるのか。博物館施設は県が認定するものであ

り、認定されると国の活動費補助金の利用ができる。 

回答  博物館施設にするかの方向性は定まっていないため、今後

議論をしていただきたい。 

3 質問 (仮称)浜田歴史資料館検討会の会議録等の資料をいただい

ている。本検討会では、(仮称)浜田歴史資料館検討会の議論を

踏まえたうえで、議論を進めるという位置づけでよろしいか。 

回答  その通りです。なお、(仮称)浜田歴史資料館検討会の検討結

果を受け、浜田市が検討を加え、現在の整備方針を示している

ので、基本的にはこの方針に則り議論を進めていただきたい。 
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議題(1)「歴史文化保存展示施設と世界こども美術館創作活動館との 

在り方について」 

No. 内容 

1 意見 複合施設としての在り方については、下記の 4 つ理由から

施設別の複合化が望ましいと考える。 

1 資料館と美術館の性質 

 資料館は知識を得て研究する性質。美術館は感性や感

覚を養う性質であり、ジャンルが異なる。 

2 対象年代 

 資料館は大人が主。美術館は小学校低学年までが対

象。 

3 展覧会の内容 

 資料館は観覧が主。美術館は作品に触れられるような

参加型が主。 

4 世界こども美術館が今までの活動で築きあげた歴史や

コンセプト、ユニークさなどを失う恐れがある。 

 ただ施設別の複合化となったとしても、歴史展示・美術展示

の間には、しっかりとした柱を通す必要がある。 

2 

 

質問 この複合施設としての在り方については、トータルメディ

アの意見を受けたものか。 

回答 受けていない。議論を進めるうえで例示しているものであ

る。 

3 意見 複合施設としての在り方については、施設別の複合化が望

ましいと考える。 

浜田市教育委員会が刊行した「ふるさと浜田の歩み」は、小

学校高学年から大人まで読める浜田市の通史が載っている。

これをベースに展示を考えると良い歴史展示になると思う。 

より専門的なことを知りたい人には、古文書や地図などが

見られる部屋があればいいと思う。 

4 意見 今後の博物館の展示を考えると、物にこだわるよりも、映像

や体験が重要と考える。体験に関しては、世界こども美術館が

素晴らしいノウハウを持っているので、これを活用するべき

である。 

5 意見 複合施設としての在り方については、施設別の複合化とな

るのは致し方ない。このときに、創作室の使い方が重要になっ

てくると思う。学校では水墨画を書いたり、神楽を学習したり

する授業があるので、創作室では体験活動、歴史展示では時代

背景を学ぶことができると思う。 
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6 意見 複合施設として、沖縄県立博物館・美術館などの事例もある

ため、今後そのような事例もトータルメディアより紹介をい

ただけると思う。 

7 質問 

 

組織体制について、現在の世界こども美術館は業務委託か。 

回答 

 

5 年間の指名による指定管理である。 

8 

 

 

意見 委託にすると継続性がなく、人が育たない。また歴史文化保

存展示施設の嘱託や臨時職員の組織体制は継続性において不

安であり、優秀な人材の確保も難しい。将来的なことを考える

と少しでも人員を増やしたほうがよい。 

複合施設の在り方としては、創作室など共用できる部分は

共用するという在り方でよいと思う。また、美術部門・歴史部

門の対象は小学 3 年生を一つの境として考えられる。 

また、ふるさと郷育の「郷育」は、「教育」の方が望ましい。 

回答 人材育成に関しては、今年度より会計年度任用職員制度が

導入され、以前よりも継続的な雇用・人材育成も可能になって

きている。 

「教育」については、教育委員会では、「教育」、「郷育」、「共

育」と場面により使い分けをしている。 

9 意見 組織体制については、複合化の在り方等が決まってからの

話になろうと思う。ただ、現在の世界こども美術館の 8 名体制

もギリギリの状況であり、以前より求められている石正美術

館との連携も人員の関係で進んでいない現状にある。 

10 意見 世界こども美術館は、樹木が生える前は、西側のバイパスか

ら見ることができた。周辺の整備にも目をかけて欲しい。 
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議題(2)「次回専門検討委員会の進め方について」 

No. 内容 

1 意見 当初の予定だと、次回から部会となるが、今一度振り返りた

いことがある。それは建物についてであり、専門業者であるト

ータルメディアも加わってくれたので、再度、建物について考

えて、共通認識を持ったうえで、各部会で議論を進めたほうが

効率がよいと考える。 

2 

 

意見 浜田郷土資料館と世界こども美術館の両館を伺ってきちん

と把握をしていないため、ここで拙速に意見を述べることは

しないが、今までの議論についてはしっかりと理解をしてい

る。 

3 意見 今までの議論を聞いて、費用対効果について考えた。つまり

は入館者を増やすことが重要であり、そのためには学校教育

やふるさと郷育の取り組みが必要である。自分の経験から、

小・中・高校は先生が動かないと資料館には来てくれず、資料

館に来てもらえないとふるさとへの愛着も生まれてこない。 

世界こども美術館へは授業の一環として、児童が訪れてい

るので、浜田郷土資料館についても教育の一環として利用さ

れるように、例えば、モデル校の選定や教員への歴史学習など

を実施することにより、利用促進を図る手立てを考えて、次回

示して欲しい。 

4 意見 学校利用に関しては、美濃加茂市民ミュージアムが館にバ

スを保有していて、小・中学生が年 1 回は必ず来館する仕組み

をもっている。 

5 意見 浜田市の教育ビジョンの資料をダイジェスト版でよいの

で、次回までに送付をしてもらいたい。 

6 意見 次回の建物に関する議論の中で、収蔵庫に関するご意見も

伺いたい。現在、浜田郷土資料館には約 12,000 点もの資料が

あるため、廃棄や分散管理なども含めて考える必要がある。 

7 意見 

 

収蔵庫は重要な論点の一つである。 

 

 



第 3 回  歴史文化保存展示施設専門検討委員会  
                   

日 時 ： 令 和 2 年 10 月 14 日 （ 水 ）  

午 前 10 時 ～ 11 時 30 分 (予 定 ) 

場 所 ： 浜 田 公 民 館  1 階  研 修 室  

 

 

1 会 長 あ い さ つ  

 

 

 

2 報 告  

（ 1） 歴史文化保存展示施設整備計画等策定支援業務委託業者について 

    ・株式会社トータルメディア開発研究所    資 料 1  

 

 

（ 2） （ 仮 称 ） 浜 田 歴 史 資 料 館 検 討 会 の 検 討 結 果 報 告 に つ い て  

          資 料 2  

 

 

3 議 題  

（ 1） 歴 史 文 化 保 存 展 示 施 設 と 世 界 こ ど も 美 術 館 創 作 活 動 館 と の  

在 り 方 に つ い て        資 料 3  

 

 

（ 2） 次 回 専 門 検 討 委 員 会 の 進 め 方 に つ い て  

 

 

 

（ 3） そ の 他  



部会 氏名 団体等 出欠

岩町　　功 石見郷土研究懇話会　会長 出席

川原　和人 島根県埋蔵文化財調査センター　前所長 出席

小松原　豊 浜田市浜田郷土資料館　館長 出席

隅田　正三 浜田市文化財審議会　委員長 出席

田中　啓信 浜田市資料館運営協議会　会長 出席

仲野　義文 石見銀山資料館　館長 出席

杉浦　幸子 武蔵野美術大学　教授
テレビ会議
出席

寺尾　　堂 浜田市世界こども美術館創作活動館　館長 出席

長畑　　実 日本ミュージアム・マネージメント学会　理事 出席

中山　三善 スヌーピーミュージアム　館長
テレビ会議
出席

濵崎　政寿 浜田市小学校長会　会長 出席

樋野　淳巳 浜田市教育研究会社会科部会　部長 出席

歴史文化保存展示施設専門検討委員会　出席者名簿

展
示

活
用
（
教
育
普
及
）
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歴史文化保存展示施設整備計画等策定支援業務委託業者について  

 

 

1 委託業者  

株式会社  トータルメディア開発研究所（東京都千代田区）  

担当は西日本事業部営業部（大阪市福島区）  

 

2 業者選定  

  令和 2 年 9 月 10 日に公募型プロポーザル方式により選定  

 

3 委託期間  

令和 2 年 9 月 29 日から令和 4 年 3 月 25 日まで  

 

4 業務の目的  

委託業務では、歴史文化保存展示施設の整備について、専門家に

よる検討委員会の協議内容を踏まえながら、基本的な計画等の策定

を支援し、計画書の取りまとめを行う。  

 

5 業務内容  

 (1) 計画等の策定支援  

ア  類似施設の事例検討  

イ   現状と課題  

ウ  歴史文化資料の把握  

エ  各種計画の作成  

(ア ) 複合施設としての事業活動  

 (イ ) 歴史文化資料の収集保存  

(ウ ) 歴史文化の展示  

(エ ) 歴史文化の活用及び美術との連携  

(オ ) 施設整備の在り方  

(カ ) 複合施設としての管理・運営  

(キ ) 工程計画と概算事業費  

(ク ) 概要図面類の作成  

 (2) 専門検討委員会開催に伴う資料作成及び運営補助  

ア  専門検討委員 会へ同席し意見の把握を行う（ 1 名又は必要

最小限 )。  

イ  必要な技術資 料やイメージスケッチを指定する期日までに

作成し提供する。  

また、専門検討委員会において、必要に応じ、資料等の説

明を行う。  

6 プロポーザル提案書  

  別紙  提案書（抜粋）のとおり  
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令和元年 9 月 9 日 

 

浜田市長 久保田 章 市 様 

 

(仮称)浜田歴史資料館検討会の検討結果報告について  

 

(仮称)浜田歴史資料館検討会 

 会長 西 藤 真 一 

 

本検討会では、(仮称)浜田歴史資料館に係る整備の方向性、整備するとした場合

の場所、建設費、運営費等について検討を行いました。 

本年 4 月から 8 月までの 5 か月間に 5 回の会議を 22 人の委員で行い、検討結果

をまとめたので、次のとおり報告します。 

 

1 検討結果 

（1） 整備の方向性については、大半の委員が「賛同」 

(仮称)浜田歴史資料館の整備については、アンケートの回答のあった委員 21

人(会長を除く全委員)のうち、賛成 9 人、条件付き賛成 10 人、合計 19 人で、

大半の委員は、「賛同する」との意見であった。(反対 1 人、その他 1 人) 

ア 賛成との回答の主な意見は、次のとおりであった。 

・ 浜田郷土資料館の老朽化に伴い、建て替えに賛成 

・ 先人たちが生命を賭して伝えてきた歴史的資料に触れることは、児童生徒

及び市民の郷土愛を育成するために是非必要である。 

・ 貴重な資料を提供された方々への公的なお礼の気持ちを伝えるためにも

必要である。丁寧に保存することが、提供を受けた者の責務である。 

・ 過去からの資料を逸失から守り、保管すること、また、それら資料から浜

田の歴史を研究し、次世代への教育・発展継承していく観点から、資料館の

整備は必要である。 

イ 条件付き賛成との回答の主な意見は、次のとおりであった。 

・ 建設費、運営費の圧縮が必要である。 

・ 展示イメージ、運営費等の試算が不十分であり、今後の事業展開が見えな

い。資料館建設は賛成だが、目的、優先順位を含め再度検証し、整備案を決

めるべきである。 

・ 歴史的な資料を確実に保管する場所は必要であるが、子どもたちの教育環

境の整備（学校建設等）が担保されている必要がある。 

・ 事業効果の検証を行う必要がある。想定される資料館の利用者と十分に話

し合い、多くの市民に利用されるよう取り組む必要がある。 
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ウ 反対との回答の意見は次のとおりであった。 

・ 現在、展示されている資料が今後どれほど役に立つか、必要性が感じられ

ない。他に優先すべき事業が多くあり、例えば、観光事業に注力した方がよ

い。 

エ その他との回答の意見は次のとおりであった。 

・ 検討会が判断するには時期尚早である。過去の反対や慎重な意見に関して

市民が納得する回答を出し、総合的に建設が妥当か判断する必要がある。事

業の優先順位や津波浸水の懸念については議論が不十分である。 

 

（2） 整備場所については、A 案と C 案に分かれた。 

ア 1 位については、A 案 7 人、C 案 7 人で同数・最多であった。 

イ 1 位と 2 位を合算すると、最多は C 案 16 人、次点は A 案 11 人であった。 

ウ A 案、C 案が支持された主な理由は、次のとおりであった。 

【A 案】 歴史的景観が残る場所である城山公園や浜田城資料館、日本遺産外

ノ浦との一体的な活用が可能となる。 

【C 案】 財政的な理由で少ない経費で整備・運営でき、世界こども美術館と

の一体的な活用が可能となる。津波浸水等の心配がなく、貴重な資料

の保管場所として最適である。 

 

（3） 建設費、運営費については、「できるだけ圧縮すべき」の意見が多かった 。 

 

2 会長意見 

以上の報告で示すように、(仮称)浜田歴史資料館の整備についてはおおむね理解

されていることから、整備を推進すべきだと考えます。そして、今後はより具体的

な整備方針、ならびに展示内容・方法について検討を進めるべきだと結論できます。 

ただし、その際、持続可能性が高く市民に愛される資料館とはどのような施設な

のかという視点は忘れるべきではありません。市行政の円滑な運営を維持し、当施

設の整備によって地域にどのような効果があるのか、またその貢献度はどうなのか、

多角的に検証し、市民の賛同を得続けることが何よりも重要だからです。 

そのため、以下二点について要望します。 

第一 整備の必要性と効果、さらには市の行財政運営等の実態について、市に

おいて丁寧に説明をすること。 

第二 施設を整備した後も、市民や利用者に満足・納得のいく質の高い運営が

なされているかどうか、外部識者による継続的なモニタリングの体制を構

築し、その結果を公開すること。 

 

以上により、市民にとって愛される資料館として整備・運営されることを期待し

ます。 
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歴史文化保存展示施設と世界こども美術館創作活動館との  

在り方について  

作 成 ： 令 和 2 年 10 月 8 日  

歴史文化保存展示施設専門検討委員会では、「歴史文化保存展示施

設」と「世界こども美術館創作活動館」の 2 つの機能を合わせ持つ複

合施設について、整備計画を策定するにあたり、下記の基本的な事項

に関して、今後、繰り返し検討を進める。  

 

1 現在の各施設に対する考え方について  

事項  歴史文化保存展示施設  世界こども美術館創作活動館  

目的  ア歴史文化の保存・継承の拠点  

イふるさと教育の拠点   

ウ市民や観光客の交流拠点  

 

ア子どもの創造力の育成  

イ子どもと高齢者との交流  

ウ国内外との交流  

活動  ア浜田の歴史文化の保存と継承  

資料を収集、整理し、適切な環

境 で 保 存 す る こ と に よ り 、 次

世代へ継承する。  

ま た 、 保 存 し た 資 料 や 調 査

研 究 の 成 果 を 展 示 し 、 子 ど も

た ち や 市 民 が 浜 田 の 歴 史 文 化

を理解できるようにする。  

イふるさと郷育への活用  

学 校 教 育 と の 連 携 や 生 涯 学 習

の 場 と し て 活 用 し 、 ふ る さ と

に対する誇りや愛着を育む  

ウ市民や観光客との交流  

市 民 同 士 の 研 究 発 表 や 市 内 外

の 来 館 者 が 交 流 で き る よ う な

イベントを開催する。  

ま た 、 観 光 客 へ の 情 報 発 信

に よ り 周 遊 観 光 へ と つ な げ

る。  

幼 い 頃 か ら 美 術 に ふ れ あ う こ と

で創造力と感性を養う。  

ア美術鑑賞（みること）  

展 覧 会 事 業 で は 、 体 験 型 の 現

代 美 術 や 地 域 の 芸 術 を 紹 介 す

る と と も に 世 界 の 子 ど も た ち

の 作 品 と 向 き 合 え る よ う に 参

加 性 の あ る 様 々 な 仕 掛 け を 取

り入れる等を行う。  

イ創作活動（つくること）  

創 作 活 動 事 業 で は 、 小 学 校 の

子 ど も た ち を 対 象 と し た 「 ミ

ュ ー ジ ア ム ス ク ー ル 」 や 週 末

に は 身 近 な 素 材 を 使 っ た 自 由

参加の「ホリデー創作活動」等

を行う。  
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事業  （浜田郷土資料館の場合）  

ア郷土の歴史、民俗、考古等に関

す る 資 料 （ 以 下 「 資 料 」 と い

う。）の収集、保存及び展示に

関すること。  

イ 資 料 の 調 査 、 研 究 及 び 教 育 普

及活動に関すること。  

ウ そ の 他 必 要 な 事 項 に 関 す る こ

と。  

 

ア 美 術 品 及 び そ の 他 美 術 に 関 す

る 各 種 資 料 の 収 集 、 保 管 並 び

に展示すること。  

イ 美 術 に 関 す る 調 査 研 究 及 び 教

育普及活動を行うこと。  

ウ 創 作 活 動 の 支 援 及 び 造 形 実 技

に 関 す る 講 座 等 を 企 画 並 び に

運営すること。  

エ美術に関する展覧会、講演会、

研 究 会 、 映 写 会 等 を 開 催 す る

こと。  

オその他必要な事業  

 

2 複合施設としての在り方について  

新しい複合施設の形態について、2 つの考え方を例示し、今後の検

討課題とする。  

 

 

 

 

 

 

 

メリット  

・施設として一体感

が強い。  

・理念、方針、事業

が統一的となる。 

 

デメリット  

・施設（機能）が並

列 と な り 独 自 性

が弱い。  

・世界こども美術館

の名称が難しい。 

メリット  

・各施設の独自性が

発揮できる。  

・個別の施設名称や

複 合 施 設 の 総 称

が付けられる。  

デメリット  

・複合施設としての

一体感が弱い。  

・施設の理念、方針

事業が別となる。 

 

歴 史 文 化  

機 能  

美 術 ・ 創 作  

活 動 機 能  

受 付 は 一 本 化  

歴 史 文 化 保 存

展 示 施 設  

世 界 こ ど も 美 術 館

創 作 活 動 館  

A 機能を統合した複合化  B  施設別の複合化  
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3 複合施設の考え方について  

複合施設の考え方 については、機能を統合した複合化でも施設別

の複合化でも基本的に同じものとして検討する。  

※下記の内容は例として示したのであり、今後の検討課題である。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)複合施設としての基本理念  

ふるさと浜田の魅力探求と未来への創造力を育む  

(2)使命（目的）  

・ふるさとの歴史文化  美術を未来につなぐ  
・ふるさとへの愛着と誇りを育む  
・世界やふるさとから創造性や感性を育む  
・子どもたちと各世代との交流  
・世界的な視点と交流から国際性を育む  

■世界こども美術館  
創作活動館又は機能  

■歴史文化保存展示  
施設又は機能  

(4)事業  

 
 
 

(3)活動方針  

・子どもたちが分かりやすく、興味や好奇心を呼
び起こす活動  

・親子や各世代と楽しく学ぶ活動  
・学校教育との連携により教育効果を高める活動  
・世界的な視点と交流から国際性を育む活動  

ア  
各種資料の収集、
保管並びに展示  

イ  
調 査 研 究 及 び
教育普及活動  

ウ  
創 作 活 動 の
企画、運営  

エ  
その他  

必要な事業  
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4 組織体制の素案について  

組織体制は、機能 を統合した複合化でも施設別の複合化でも同じ

組織体制とし、効率的で経費を圧縮できるように検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

5 周辺環境について  

  周辺施設との連携としては、幼児、青年、高齢者などの各世代が

集まる施設があり、連携を図りやすい環境にある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化保存展示施設の

職員数（ 整 備 方 針 に よ る ）  

学芸 1 人  嘱託 1 人  臨時 1 人  合計 3 人  

（館長は兼務）  

現在の世界こども美術館

創作活動館の職員数  
館長 1 人  総務 3 人  学芸 4 人  合計 8 人  

― 複 合 施 設 ―  

・ 歴 史 文 化 保 存 展 示 施 設  

・ 世 界 こ ど も 美 術 館 創 作 活 動 館  

浜 田 市 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー  

島 根 県 立 大 学 浜 田 キ ャ ン パ ス  

浜 田 市 総 合 福 祉 セ ン タ ー  

浜 田 市 海 の み え る 文 化 公 園  

島 根 県 立 西 部 総 合 福 祉 セ ン タ ー（ い わ み ー る ） 

複 合 施 設  

館  長  

学  芸  

・ 事 務 担 当  

・ 受 付 担 当  

歴 史 文 化 保 存 展

示 施 設 又 は 歴 史

文 化 機 能 担 当  

創 作 活 動 館 又 は  

創 作 活 動 機 能  

担 当 は 学 芸 員 共 通  

事  務  

美 術 館 又 は  

美 術 機 能 担 当  
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6 地域環境について  

地域にある施設と の連携では、資料館や美術館、図書館を核にし

ながら、学校をはじめ、公民館や観光関係との連携を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 世界こども美術館創作活動館の建物等について  

現在の建物は、「海に浮かぶ船  日本海に漂う創造と美の船」をイ

メージとしたものである。  

  歴史文化保存展示施設の展示室や機械室等の増設（ 520 ㎡）を行

うにあたり、下記の点に配慮する。  

(1) 既存建物との調和が図られるもの  

(2) 3 階多目的ホールから日本海の展望が確保できるもの  

また、今後の展示 、活用の検討にあたっては、既存建物や増設部

分についても考慮しながら進める。  

― 複 合 施 設 ―  

・ 歴 史 文 化 保 存 展 示 施 設  

・ 世 界 こ ど も 美 術 館 創 作 活 動 館  

浜 田 城 資 料 館  
金 城 支 所 展 示  

金 城 民 俗 資 料 館  

金 城 歴 史 民 俗 資 料 館  

弥 栄 支 所 展 示  三 隅 支 所 展 示  

三 隅 歴 史 民 俗 資 料 館  

旭 支 所 展 示  

旭 歴 史 民 俗 資 料 館  弥 栄 郷 土 資 料 展 示 室  

石 正 美 術 館  

中 央 図 書 館  

（ 金 城・旭・弥 栄・三 隅 の 各 図 書 館 含 む ） 

保育園･幼稚園･小中学校･高校･大学  公 民 館  観 光 関 係  市 民 ・ 団 体  


